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熊本でサッカーを“プレーする・応援する・支える”すべての人に
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キッズからシニアまでが集う スポーツ文化の発信拠点に

　
「
熊
本
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」の
建
設
は
、２
０
１
５
年
の
田
川
前

会
長
就
任
時
か
ら
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）の
中
期
目
標
の
一
つ
で
、「
熊
本

県
を
全
国
で
有
数
の
サ
ッ
カ
ー
王
国
に
育

て
る
」と
並
ぶ
、協
会
の
悲
願
と
も
言
え
る

事
業
で
す
。

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
、さ
ら
に
昨

年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
、一
歩
ず
つ
着
実
に
準
備
を
進
め
、嘉
島

町
の
ご
協
力
を
得
て
、今
回
よ
う
や
く
建

設
計
画
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、単
に
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
だ

け
で
な
く
、保
育
園
、カ
フ
ェ
、コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
併
設
す
る
複
合
施

設
と
し
て
、近
隣
住
民
の
方
々
や
他
の
ス

ポ
ー
ツ
も
交
え
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
信

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
、都
道
府
県
協
会
が
単

独
で
専
用
競
技
場
を
建
設
・
運
営
す
る
と

い
う
事
業
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、セ
ン

タ
ー
が
Ｋ
Ｆ
Ａ
に
と
っ
て
、「
熊
本
を
全
国

有
数
の
サ
ッ
カ
ー
王
国
に
」す
る
た
め
の

拠
点
と
な
る
だ
け
で
な
く
、地
域
に
サ
ッ

カ
ー
＆
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
根
付
か
せ
る
う

え
で
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
設
は
、完
成
が「
ゴ
ー
ル
」

で
は
な
く
、完
成
を「
ス
タ
ー
ト
」と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要

で
す
。
そ
の
意
味
で
、今
後
は
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
運
営
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
中
、

建
設
に
は
資
金
面
を
含
め
多
く
の
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、寄
付
や
出
資
な
ど
を
通
じ
た

皆
様
の
支
え
が
必
要
で
す
。
チ
ー
ム
・
指

導
者
か
ら
呼
び
掛
け
の
際
は
、何
卒
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

完
成
は
来
年
８
月
の
予
定
で
す
が
、私

は
す
で
に
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
次

世
代
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
ボ
ー
ル
蹴
っ
て
い
る
姿
を
想

像
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、キ
ッ
ズ
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
交
流

の
場
に
な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は
、ぜ
ひ
皆
様
も
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

特集

　熊本県サッカー協会では、所属チームや
クラブ、郡市協会などへ、マイクロバスや
サッカーゴール(少年用)、フットサルゴー
ル、自動体外式除細動器(AED)などの用具
貸出を行っています。ご希望の方は、県協
会事務局(☎096-247-6980)までお問い合
わせください。
※一部使用料・協力金をいただききます。
※貸出用具の一部はtoto助成事業にて購入して
います。

　熊本県サッカー協会では、熊本のサッカー情報や
活動状況をより多くの皆様にお伝えするために、本
協会に所属していただいている会員(チーム)向けに
機関紙｢KFA NEWS｣を発行して参りました。
　2015年度から、さらなる紙面の充実と親しまれ
る広報誌にするために｢KFA NEWS｣のリニューアル
を行い、広告協賛を募集しております。

移動用マイクロバス(29人乗り)AED(自動体外式除細動器)

貸出用具
の一例

用具の貸出を行っています！

貸出用具の詳細などは熊本県サッカー協会ホームページでご確認ください 詳細は熊本県サッカー協会ホームページよりご確認ください。

コレが
ない…

アレが
足りない…

KFA NEWS
熊本県サッカー協会広報紙

広告協賛募集中

仕　　様：タブロイド版･8ページ　横273㎜×縦406㎜
発行部数：5,000部／1回
配布対象：会員(約600チーム)､公共施設､スポーツ施設､各種イベント

内 

容

熊本県サッカー協会
会長 前川  隆道

熊
本
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

２
０
２
２
年
夏
完
成
に
向
け
ス
タ
ー
ト



KFA  NEWS 22021年(令和3年) 3月31日(水)　通算第103号

地域に開かれた施設として
熊本のスポーツ文化醸成に寄与

　
「
熊
本
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」は
、嘉
島
町
が
用
地
を
取

得
・
造
成
後
、Ｋ
Ｆ
Ａ
が
施
設
を
建

設
し
ま
す
。
施
設
完
成
後
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
収
益
施
設
の
運
営
を
行

う
の
は
、Ｋ
Ｆ
Ａ
が
出
資
す
る
１
０

０
％
子
会
社「
株
式
会
社
熊
本
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
設
立
の
大
き
な
柱

の
一
つ
は
、「
熊
本
県
を
全
国
で
有

数
の
サ
ッ
カ
ー
王
国
に
育
て
る
」た

め
の
拠
点
づ
く
り
で
す
。
し
か
し
、

セ
ン
タ
ー
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
持
続
可

能
で
あ
る
こ
と
」と「
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
醸
成
」と
い
う
２
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
費
用
を
自
治

体
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、幼

稚
園
、カ
フ
ェ
等
の
収
益
施
設
を
通

じ
て〝
稼
ぐ
〞機
能
を
持
つ
こ
と
で
、

長
期
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な
施
設

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
を

媒
介
に
し
て
豊
か
な
時
間
を
過
ご

せ
る
場
に
す
る
こ
と
で
、熊
本
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
を
醸
成
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
セ
ン
タ
ー
で
は
、立
地
す

る
嘉
島
町
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
重
視
し
て

い
ま
す
。
カ
フ
ェ
や
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
利
用
を
通
じ

て
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
目
的
で
も

人
々
が
集
う
場
に
し
て
い
く
の
は

も
と
よ
り
、出
店
す
る
店
舗
な
ど
の

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、で
き
る
か
ぎ

り
地
域
の
方
た
ち
に
お
願
い
す
る

こ
と
で
、地
域
内
で
人
や
お
金
が
循

環
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　いよいよ始まる熊本県フットボールセンター (仮称 )の
建設。本格着工を前に、紙面を通してサッカーファミリーの
皆様に、これまでの経緯やセンターの概要のほか、建設資
金の内訳などをお知らせします。

2015 年からスタートしたフットボールセンター建設
に向けた話し合いと準備。これまでの一連の経緯と、
来夏の完成までの予定をお知らせします。

熊本県フットボールセンター（仮称）2022年夏完成に向けスタート特集

｢持続｣と｢醸成｣を
コンセプトに運営

(株)熊本フットボールセンター
代表取締役

松下  涼太

 6月7日 田川憲生会長が就任、「熊本県を全国で有数の
サッカー王国に育てる」、「熊本県フットボール
センターの建設」を目標に掲げる。

 6月19日 JFA-47FA都道府県協会訪問会議にて｢JFA
サッカー施設整備助成事業｣の概略について説
明を受ける 

 8月10日 JFAサッカー施設整備助成事業についての勉強
会の実施

 11月4日 第1回フットボールセンター建設委員会開催 

 11月18日 臨時理事会にて「フットボールセンター建設委員会」
設置決定 

 12月4日 第2回フットボールセンター建設委員会開催

 1月26日 第3回フットボールセンター建設委員会開催 

 4月14･16日 熊本地震発生。以降、フットボールセンター建設
委員会も一時中断

 7月18日 第4回フットボールセンター建設委員会開催

 8月30日 第5回フットボールセンター建設委員会開催

 3月10日 株式会社AS  坂口氏から設立に向けた提案

 8月17日 建設委員会にて協定書最終確認・マスタープラ
ンの確認

 8月24日 第6回フットボールセンター建設委員会を開催し、
マスタープランの説明・課題の確認

 10月5日 第7回フットボールセンター建設委員会を開催。
JFAを入れての計画について検討を実施  

 12月5日 第8回フットボールセンター建設委員会を開催。
今後の方向性及び進め方の確認を行う

 12月28日 熊本大学・田中先生、星野先生とのブレストを実施

 4月～ 各種見積開始。並行して事業計画のブラッシュ
アップを行う

 6月9日 前川隆道会長が就任、「熊本県を全国で有数の
サッカー王国に育てる」、「熊本県フットボール
センターの建設」を実現に向けて前進していく
事を表明

 7月26日 第10回フットボールセンター建設委員会を開催。
設計事務所と契約し、具体的な建設計画を作成
していくことを決定

 10月24日 第11回フットボールセンター建設委員会開催

 3月31日 金融機関との交渉開始

 5月13日 第12回フットボールセンター建設委員会開催

 9月9日 第13回フットボールセンター建設委員会開催

 12月16日 第14回フットボールセンター建設委員会開催　
建設費及び寄付等について検討

 2月1日 JFA須原専務理事と事業計画について意見交換

 3月 嘉島町から設置管理許可受理

 4月 寄付募集開始／工事開始

 5月 ファンド募集開始

 6月 保育園スタッフ募集(運営団体)

  フットボールセンタースタッフ募集

 3月 企業主導型保育園開園

 8月 熊本県フットボールセンター全体オープン

2015(平成27)年

2017(平成29)年

2018(平成30)年

2020(令和2)年

2021(令和3)年

2022(令和4)年

2019(平成31･令和元)年

2016(平成28)年

フットボールセンター建設の
経緯と完成までの流れ

｢熊本県フットボールセンター(仮称)｣では、
こんなことを行う予定です！

｢熊本県フットボールセンター(仮称)｣は、単にサッカーグラウンドとしてだけでなく、
さまざまな活動や交流の拠点となる複合施設を目指しています。

きっと皆さんのライフスタイルに合った使い方が見つかると思います。

シェアオフィスやコワーキングスペース
を設置。オフィスとしての定期利用はも
ちろん、テレワークや副業のためのワー
クスペースなどに活用してもらうなど、
異業種・多世代の交流拠点を目指します。

土日・祝日はKFA主催大会、公式戦を中心
に使用。平日はさまざまなカテゴリーの
チーム活動やサッカーだけでなく、他のス
ポーツでの活用を計画しています。

平日は活動交流拠点の利用者や保育園・グ
ラウンド利用者の送迎の保護者への飲料や
軽食の提供を行い、大会開催時には選手・
保護者への弁当販売なども計画しています。

　2022年8月オープン予定の｢熊本県フットボールセン
ター(仮称)｣の建設には、多額の費用が必要になります。
建設費は6億円を超えますが、今回の計画ではそのうち約
9,000万円を寄付および投資(出資)によって集めることに
しています。
　現在、県出身のプロサッカー選手の皆さんへの呼び掛
けを行っている一方、今後は県内外のサッカーファミ
リー、サッカーファンなどにも広く呼び掛け、より多く
の方々から寄付・投資を募る予定です。今後、寄付・投
資依頼のサイト立ち上げやチラシ配布を行っていきます
ので、ぜひご協力をお願い致します。

施設に入居する企業・団体のほか、
土日・祝日の利用団体(チーム等)
や近隣住民など、さまざまな方が
利用できます。

グラウンドや広場が隣接
する恵まれた環境。サッ
カーの指導ノウハウなど
を生かした保育、また嘉
島町、近隣住民の方とも
連携して子ども達にさま
ざまな体験を提供する予
定です。2021年9月頃
から願書受付開始。

施設内の多目的スタジオ
は、平日はヨガやダンス
等のレッスン場としての
ほか、研修会や会議室と
しても利用可能です。ま
た、土日・祝日の大会開
催時には、大会運営本部
等さまざまな利用を想定
しています。

フットボール
センター

企業主導型
保育園

活動交流
拠点

コイン
ランドリー

カフェ

多目的
スタジオ

熊本県フットボール
センター
(仮称)

KUMAMOTO
FOOTBALL CENTER

熊本のサッカーの未来への投資
寄付・出資で9,000万円を集めます！ ｢熊本県フットボールセンター(仮称)｣

建設資金の内訳

合計 6億1,400万円

寄　付
3,000万円

出資＋投資
6,000万円

合計9,000万円

協会自己資金
6,000万円

その他
JFA等補助金、
銀行借入、助成金等

4億6,400万円
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　新型コロナウイルス感染拡大から1年が過ぎました。この間、未知のウイルスによる私たちの生活や経済への影響
は甚大で、飲食やイベントの自粛を含め、さまざまな場面で“新しい生活様式”を求められるようになりました。
　また、コロナ禍の影響は市民生活や経済だけにとどまらず、スポーツ界にも多大な影響を与えました。東京オリン
ピックの1年延期をはじめ、各種プロスポーツの開幕延期や無観客試合開催、高校総体や甲子園などの学生大会も軒並
み中止となりました。そうした中、熊本県サッカー協会でも、県内のサッカーファミリーが安心してプレーできる安全
な環境づくりを目指し、昨年からさまざまな取り組みを行っています。まもなくワクチン接種なども始まるとはいえ、
まだまだ収束に向けた先行きが見通せない中、今後の対応なども含め、当協会の今田周作専務理事に話を聞きました。

コロナ禍での協会の対応や今後の見通し

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
安
心
・
安
全
に

プ
レ
ー
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
を

　

昨
年
１
月
16
日
に
、国
内
で
の

初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、

１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会（
以
下
Ｊ
Ｆ
Ａ
）か
ら
は
、3
月

27
日
に
各
協
会
の
主
催
事
業
の
中

止
・
延
期
を
求
め
る
通
知
が
あ
り

ま
し
た
が
、熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協

会（
以
下
Ｋ
Ｆ
Ａ
）で
は
そ
れ
に
先

立
つ
2
月
末
か
ら
各
種
別
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
、3
月
初
旬

か
ら
独
自
に
大
会
等
の
中
止
・
延

期
を
判
断
。
4
月
か
ら
は
Ｊ
Ｆ
Ａ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
判
断

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
種
別
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を

受
け
た
Ｋ
Ｆ
Ａ
で
は
、繰
り
返
し

対
応
策
を
検
討
し
ま
し
た
が
、そ

の
時
に
最
優
先
で
考
え
た
の
は
、

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
関
係
者（
保

護
者
等
）の
安
全
と
健
康
が
第
一

と
い
う
こ
と
。
た
だ
、主
催
事
業

は
中
止
・
延
期
な
ど
、試
合（
イ
ベ

ン
ト
）自
体
を「
行
わ
な
い
」と
い

う
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、各
学
校
や

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
練
習
ま
で
を
一

律
に
中
止
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

し
た
。Ｋ
Ｆ
Ａ
で
も
、Ｊ
Ｆ
Ａ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
各
都
道
府
県
協
会

の
対
応
な
ど
を
参
考
に
、こ
れ
ま

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
計

10
回
の
注
意
喚
起
の
通
知
を
出
し
、

現
場
で
の
適
切
な
対
応
を
周
知
し

て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、一
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
た
昨
年
4
〜
5
月

ご
ろ
に
は
、練
習
し
て
い
る
チ
ー

ム
を
見
た
近
隣
住
民
か
ら
Ｋ
Ｆ
Ａ

へ
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
し
た
注
意

喚
起
を
行
い
、（
各
チ
ー
ム
が
）適

切
に
対
応
し
て
い
る
旨
を
ご
説
明

し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、一
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
た
５
月
以
降
、

Ｊ
Ｆ
Ａ
が
試
合
や
大
会
再
開
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
、Ｋ

Ｆ
Ａ
で
も
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま

し
た
。
マ
ス
ク
着
用
や
手
指
消
毒

な
ど
、〝
新
し
い
生
活
様
式
〞へ
の

対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、試
合

に
関
わ
る
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

試
合
2
週
間
前
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト（
資
料
１
参
照
）へ
の
記
入

を
義
務
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、主
催

者
や
運
営
側
に
は
、試
合
の
準
備

か
ら
当
日
・
試
合
後
ま
で
の
感
染

対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
資
料
２

参
照
）を
渡
し
、必
要
な
感
染
対
策

を
実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、試
合
当
日

も
参
加
す
る
選
手
ら
に
し
っ
か
り

と
目
配
り
を
行
い
、少
し
で
も
体

調
の
悪
そ
う
な
選
手
に
は
声
を
掛

け
、参
加
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
促

す
な
ど
の
対
応
を
行
い
な
が
ら
、

徐
々
に
試
合
・
大
会
の
再
開
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
、ど

れ
だ
け
対
策
を
講
じ
て
も
、感
染

を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
対
策
を
打
ち
出
す
こ

と
で
、選
手
・
ス
タ
ッ
フ
、大
会
関

係
者
に〝
意
識
付
け
〞が
で
き
る
こ

と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
の

記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と
で
、万

一
感
染
者
が
出
た
場
合
の
追
跡
な

ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

Ｋ
Ｆ
Ａ
で
も
昨
年
の
下
半
期
は
な

ん
と
か
予
定
し
て
い
た
大
会
や
行

事
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
た

だ
、ま
だ
ま
だ
県
を
ま
た
い
だ
試

合
や
大
会
と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
も

高
く
、さ
ま
ざ
ま
な
制
約
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、「（
開

催
さ
れ
る
か
ら
）も
う
大
丈
夫
な

の
だ
ろ
う
」と
い
う
気
の
緩
み
が

出
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
部
分
の
引
き
締
め
も
図
り
な

が
ら
、今
後
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て

安
心
・
安
全
な
環
境
を
ど
う
実
現

し
て
い
く
か
は
、Ｋ
Ｆ
Ａ
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
、こ
れ
か
ら
収

束
へ
向
か
う
の
か
、そ
れ
と
も
ま
た

感
染
が
再
拡
大
す
る
の
か
、全
く
状

況
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
今

後
も
こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
り
う

る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
意
識
が

私
た
ち
の
中
に
芽
生
え
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

は
考
え
も
し
な
か
っ
た「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」の
状
況
を
当
た
り
前
と
捉

え
、そ
の
中
で〝
で
き
る
こ
と
〞を
考

え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

感
染
の
再
拡
大
や
新
た
な
感
染
症

の
ま
ん
延
な
ど
、何
が
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
を
念
頭
に
置

き
、「
何
か
起
こ
っ
た
時
の
対
応
」で

は
な
く
、そ
れ
に
備
え
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
準
備
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
シ
ニ
ア
で
一
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て

い
る
の
で
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に

中
で「
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
喜
び
」

を
身
を
も
っ
て
経
験
し
、ス
ポ
ー

ツ
の
大
切
さ
や
あ
り
が
た
み
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

Ｋ
Ｆ
Ａ
と
し
て
も
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
に
は
、で
き
る
だ
け
試
合
・

大
会
、そ
し
て
普
段
の
練
習
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
、ま
た
皆
さ
ん
に

ご
不
便
や
ご
苦
労
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

熊本県サッカー協会の新型コロナウイルス感染拡大防止対策

一般社団法人 熊本県サッカー協会

専務理事　今田  周作

Ｊ
Ｆ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て

健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
入

な
ど
を
義
務
付
け

今
の
状
況
で〝
で
き
る
こ
と
〞

を
模
索
し
な
が
ら

常
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
念
頭
に

試合やイベント参加に
際して選手、スタッフ
等に提出を義務付けて
いる｢個人健康チェック
シート｣。開催の2週間
(14日間)前から当日朝
までの体温や健康状態
を記入して、当日提出。

■資料1／個人健康チェックシート

試合前日までの準備段
階から試合当日、さら
に試合後までの確認事
項、約70項目を列記
したチェックリスト。

■資料2／感染対策チェックリスト
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　新型コロナウイルスの感染拡大により、熊本県内の各種年代の大会もさまざまな影響を
受けました。今回は、熊本学園大学付属高校サッカー部監督で県高体連のサッカー競技専
門委員長を務める厚晴仁さん、宇城市教育委員長で県立大津高校サッカー部総監督の平岡
和徳さんのお2人に、令和2年度の2種年代の大会運営の振り返りと合わせ、これからの指
導者に求められることなどについて語っていただきました。

「
２
種
の
先
生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

大
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
〈
厚
〉1975年8月2日生まれ。北部町(現熊

本市)出身。熊本商大付属(現熊本学
園大付属)高時代、GKとして全国高
校サッカー選手権大会に出場しベス
ト8、東四国国体少年男子でベスト
16に進出。福岡大学卒業後、母校で
ある熊本学園大付属高校で非常勤講
師を5年間務めたのち、2002年4月
より同校教諭。2009年より熊本県
高体連専門委員、2020年より熊本
県高体連専門委員長を務める。

厚　晴仁さん
あつ　　  はる ひと

「
苦
し
い
こ
と
を
避
け
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
、

そ
の〝
人
間
力
〞を
作
る
こ
と
が
重
要
」

〈
平
岡
〉

子ども達の｢未来｣のために、
｢今｣を変えるのが大人の役目 ―

ま
ず
は
令
和
２
年
度
の
２
種
年

代
の
振
り
返
り
か
ら
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
、
大
会
運
営
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
い
ま
す
。

厚　

昨
年
３
月
か
ら
学
校
が
休
校

に
な
り
、
高
校
総
体
が
開
催
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
県
大
会
も
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

―
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協
会（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）

の
２
種
委
員
会
、
高
体
連
の
専
門

委
員
会
と
し
て
、
ど
う
対
応
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

厚　

休
校
期
間
中
で
、
代
替
大
会

開
催
が
決
ま
っ
た
の
も
本
来
の
高

校
総
体
の
日
程
の
後
で
し
た
。
高

体
連
か
ら
は
、「
や
り
方
は
各
種
目

に
任
せ
る
」と
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、
バ

ス
移
動
や
遠
方
の
学
校
だ
と
宿
泊

も
伴
う
た
め
、
全
校
が
出
場
す
る

県
大
会
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
例
年
、
高
校
総
体
前
に
行
っ

て
い
る
地
区
大
会
も
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
、「
３
年
生
の
た
め
に

や
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
」と
の
思

い
も
あ
り
ま
し
た
。
開
催
期
間
が

長
く
な
る
と
、
そ
の
間
に
感
染
が

拡
大
し
て
途
中
で
打
ち
切
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
例
年
の
高
校
総
体

よ
り
１
カ
月
近
く
遅
い
開
催
な
の

で
、
受
験
準
備
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
で
き
る
よ
う
、
７
月
の
４
連

休
で
完
結
で
き
る
日
程
を
組
み
、

地
区
大
会
形
式
で
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

―
平
岡
先
生
が
総
監
督
を
務
め
る

大
津
高
校
が
参
加
し
て
い
る「
高
円

宮
杯
Ｕ
18
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
」は
、

高
体
連
で
は
な
く
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
主
催
で
す
。
昨
季
は
ス
ー
パ
ー

プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
と
い
う
形
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
岡　

当
初
は
例
年
通
り
開
催
す

る
方
向
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
田
嶋
幸
三
会
長

の
感
染
に
よ
っ
て
サ
ッ
カ
ー
協
会

自
体
が
ク
ロ
ー
ズ
し
て
し
ま
い
、

「（
運
営
と
し
て
も
）全
国
を
ま
た
い

で
の
開
催
は
難
し
い
」と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
方
で

「
ど
う
す
れ
ば
開
催
で
き
る
か
」を

検
討
し
、「
県
を
ま
た
ぐ
移
動
を
最

小
限
に
し
て
、
な
ん
と
か
地
域
ご

と
に
試
合
環
境
を
作
ろ
う
」と
い
う

方
向
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
参
加
チ
ー

ム
を
各
地
域
の
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ

に
組
み
込
み
、
地
域
ご
と
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

―
厚
先
生
か
ら「
３
年
生
の
た
め
に

や
っ
て
あ
げ
た
い
」と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
先
生
方
に
も
柔
軟
な
発

想
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

厚　

３
年
生
の
多
く
は
高
校
総
体

で
部
活
動
を
引
退
す
る
の
で
、「
何

が
生
徒
た
ち
の
た
め
に
な
る
の

か
」「
３
年
生
が
揃
っ
て
プ
レ
ー
で

き
る
、
区
切
り
に
な
る
機
会
を

作
っ
て
や
り
た
い
」と
い
う
思
い

は
、
各
校
の
先
生
方
も
持
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

平
岡　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
も

ず
っ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、「
こ

う
い
う
と
き
こ
そ
大
人
が
知
恵
を

絞
り
出
そ
う
」と
い
う
こ
と
。
多
く

の
種
目
が
あ
る
高
校
総
体
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
良
く
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
が
い
ち
早
く
試
合
を
開
催
す

る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
す
な

ど
、
他
の
競
技
団
体
よ
り
比
較
的

早
く
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ロ
ナ
対

策
が
取
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
無
観
客
と
は
い
え
、
プ
ロ
野

球
と
Ｊ
リ
ー
グ
、
大
相
撲
な
ど
が

ス
タ
ー
ト（
ま
た
は
再
開
）し
て
い
た

こ
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
大

き
な
プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
運
営
面
で
工
夫
し
た
点
や
、
開

催
し
て
み
て
出
て
き
た
改
善
点
な

ど
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

厚　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
無
観
客
で
行

う
こ
と
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
３
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
大
会
に
な
る
の
で
、「
ぜ

ひ
保
護
者
に
見
て
も
ら
い
た
い
」と

い
う
思
い
が
あ
り
、「
ど
う
す
れ
ば

観
戦
可
能
な
形
で
開
催
で
き
る
か
」

と
い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
検

温
や
入
口
で
の
手
指
消
毒
、
観
戦

時
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確

保
に
加
え
、
先
発
メ
ン
バ
ー
の
試
合

前
検
温
な
ど
も
徹
底
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
代
替
大
会
が
実
施
で

き
、「
こ
れ
な
ら
選
手
権
大
会
も
観

客
あ
り
で
開
催
で
き
る
」と
い
う
手

応
え
を
掴
め
ま
し
た
。
感
染
者
を

出
す
こ
と
な
く
無
事
に
大
会
を
終

え
ら
れ
た
こ
と
で
、「
こ
う
い
う
対

策
を
取
れ
ば（
大
会
を
）開
催
で
き

る
」と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
で
き
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
２
種
の

先
生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
理

解
・
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

の
冬
の
高
校
選
手
権
大
会
を
滞
り

な
く
運
営
で
き
た
こ
と
に
も
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
岡　

感
染
の
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
人

一
人
の
努
力
で
軽
減
は
で
き
ま
す
。

そ
の
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

「
み
ん
な
に
と
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
だ
か

ら
、
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
」

「
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
中

で
構
築
し
て
き
た
新
し
い
生
活
様

式
を
最
後
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
」と

な
っ
て
い
く
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の

ル
ー
ル
作
り
だ
と
思
い
ま
す
。
中

止
す
る
の
は
簡
単
だ
け
れ
ど
、
ど

う
工
夫
で
き
る
か
。
次
が
１
０
０

回
記
念
大
会
を
迎
え
る
全
国
高
校

選
手
権
も
、
開
催
に
向
け
て
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
関
係
者
は
相
当
頭
を

悩
ま
せ
る
と
思
い
ま
す
が
、
き
っ

と「
や
っ
て
良
か
っ
た
」と
い
う
大

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
中
学
生
が
県
外
の
高
校
や
Ｊ
ク

ラ
ブ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
進
む
こ
と

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

平
岡　

私
が「
県
外
流
出
組
」と
い

う
呼
称
の
入
り
口
を
作
っ
た
張
本

人
で
す（
笑
）。
確
か
に
県
外
へ
の
選

手
流
出
は
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
他

県
か
ら
の
流
入
も
増
え
て
い
ま
す
。

秀
岳
館
高
校
の
よ
う
に
ブ
ラ
ジ
ル

人
や
韓
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ

た
り
、
私
立
高
校
な
ら
で
は
の
独
自

の
カ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
厚
先
生
の
学
園
大
付
属
高

校
も
ソ
レ
ッ
ソ
熊
本
と
の
繋
が
り
が

あ
っ
た
り
、
秀
岳
館
も
地
域
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
、
青
森
山
田
高
校
に
代
表
さ

れ
る〝
中
高
一
貫
指
導
〞を
謳
う
学

校
は
、
力
を
付
け
て
き
て
い
ま
す
ね
。

厚　

確
か
に
本
校
は
、（
他
校
に
比
べ

て
）ソ
レ
ッ
ソ
出
身
の
部
員
が
多
い

で
す
。
た
だ
、
特
待
制
度
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
入
試
の
点
数
が
足
り
ず
に

止
む
を
得
ず
他
校
に
進
む
子
や
、Ｊ

ユ
ー
ス
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
県
外

に
行
く
子
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
子
た
ち
は（
本

校
を
）選
ん
で
来
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
岡　

い
ろ
ん
な
特
色
を
持
っ
た

チ
ー
ム
が
県
内
に
あ
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
選
択
肢
は
広
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
に
合
っ
た
学
校
が

県
内
に
は
な
い
と
感
じ
る
子
は
、

県
外
の
高
校
や
Ｊ
ユ
ー
ス
を
選
ぶ

で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
こ

こ
に
い
け
ば
自
分
が
変
化
で
き
る
」

と
い
う
15
歳
の
決
断
で
す
か
ら
、

県
外
流
出
を
問
題
視
す
る
の
は
ナ

ン
セ
ン
ス
。
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
が
良

く
な
る
た
め
に
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
こ
と
が
第

一
。
現
に
今
は
、
若
く
て
才
能
の
あ

る
選
手
た
ち
に
は
海
外
へ
行
く
こ

と
も
勧
め
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
時
代
に
県
外
流
出
を
問
題

視
す
る
の
は
、
と
て
も
視
野
の
狭
い

話
だ
と
感
じ
ま
す
。

―
で
は「
サ
ッ
カ
ー
と
教
育
」と
い

う
観
点
で
、
大
人
の
入
り
口
で
あ

る
２
種
年
代
の
高
校
生
た
ち
に
身

に
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
の
た

め
に
教
員
・
指
導
者
と
し
て
ど
う

関
わ
る
べ
き
か
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

厚　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら

先
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

社
会
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
校
で
は
、
総

合
学
習
の
時
間
を
使
い
、
自
分
自

身
で
興
味
を
見
つ
け
、
そ
こ
か
ら

新
し
い
も
の
を
作
り
出
す「
深
学
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
部
活
動
の
中
で

も
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
課
題
を

見
つ
け
て
解
決
策
を
考
え
、
私
た

ち
は
そ
れ
を
手
助
け
す
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
私
自
身
、
若
い
頃
は「
生

徒
に
や
ら
せ
る
」こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

抜
い
て
い
く
た
め
、
い
か
に
自
分
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
め
る
か
、
生

徒
と
教
師（
指
導
者
）が
お
互
い
に

学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

平
岡　

対
岸
の
火
事
だ
と
思
っ
て

い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
で

も
広
が
り
、
よ
り
一
層
、
一
人
一
人

が
利
他
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

養
う
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

苦
し
い
こ
と
も
避
け
ず
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
、〝
人
間
力
〞を
作
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
指
導
者
と
し

て
素
晴
ら
し
い
選
手
を
育
て
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
子

た
ち
を
育
て
る
指
導
者
、
つ
ま
り

〝
教
育
力
〞を
持
っ
た
人
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
。
指
導
者
も

世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
映

像
が
簡
単
に
手
に
入
る
分
、
生
徒

た
ち
は
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
や
ら
さ
れ
る
１
０
０
回
よ
り
、

や
る
気
の
１
回
」、
つ
ま
り
自
分
か

ら
主
体
的
に
や
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。
１
人
が
進
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
の
組
織

力
も
高
ま
る
の
で
、
人
間
力
を
高

め
る
よ
う
な
空
間
を
具
体
的
に

作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

―
最
後
に
来
年
度
の
運
営
な
ど
の

目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

厚　

で
き
る
だ
け
早
く
元
の
状
態
、

例
え
ば
応
援
や
歓
声
が
あ
る
中
で

プ
レ
ー
で
き
る
環
境
に
戻
し
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
。
安
全
は
担
保
し

な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
、
常
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
岡　

日
本
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
動
き
始
め
て
い
る
世
界
の
状
況

を
き
ち
ん
と
検
証
し
な
が
ら
、
そ

の
場
に
あ
っ
た
判
断
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
い
か
に
子
ど
も
た

ち
に
安
心
安
全
な
場
を
提
供
し
な

が
ら
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
が
で
き

る
環
境
を
作
れ
る
か
。
私
た
ち
が

「
今
」を
変
え
な
け
れ
ば
、
子
ど
も

達
の「
未
来
」は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
常
の「
新
し
い
生
活
様
式
」の
中

に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
の
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
成
熟
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

～サッカーこそ、わが人生～

1965年7月27日生まれ。松橋町(現
宇城市)出身。豊川小、松橋中を経て
帝京高(東京)へ進み、3年時に主将
として全国高校サッカー選手権大会
で優勝。筑波大学卒業後、熊本県教
員となり、県立熊本商業高校に赴任。
5年間勤務ののち、1993年に県立大
津高校に異動となり、多数のプロ選
手や日本代表選手を育成。2017年
より、宇城市教育長として地域の教
育行政に関わる傍ら、大津高校サッ
カー部総監督も務める。

平岡　和徳さん
ひら おか　　  かず のり
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活動を通じて社会や地域と関わり、
一人一人の成長につなげる

県協会所属チーム紹介 このコーナーでは、熊本県サッカー協会に所属
しているチームの中から、毎号紹介します。
今後紹介してほしいチームも募集しています
(自薦・他薦を問いません)。

Vol.13

1競技者として九州選抜や日本代表を目
指す人、楽しみながらプレーしたい人
と、選手の目標はさまざま

2インタビューに答えてくれた戸上さん
の得意なプレーは｢強烈なシュート｣

3基本的なパス練習に続き、チーム分け
をしてゲーム形式のメニューへ。ゴー
ル前の攻防も熾烈

トレーニングは、同チームの活動に理解を示してくれた
熊本市東区のエンフレンテ熊本スポーツクラブのグラウ
ンドで実施しています

■設　立／2008年
■監　督／湯原　徹
■選手数／15名

チームドラゴン
チャレンジド

1

3

2

Player’s  Comments

活動を通じた経験や成長を
生活にも生かしたい
戸上　巌夫さん

チーム発足

第１回ソーシャルフットボール
九州地域大会３位

2008
(平成20)年

2015
(平成27)年

〈チーム沿革〉

　

統
合
失
調
症
や
発
達
障
が
い
、躁
鬱
な
ど
の

精
神
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
を
対
象
に
、５
人

（
＋
女
性
１
人
）の
チ
ー
ム
編
成
で
、フ
ッ
ト
サ

ル
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る「
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」。
チ
ー
ム
ド
ラ
ゴ
ン

は
、益
城
病
院
に
通
院
し
て
い
る
方
た
ち
で
２

０
０
８
年
に
発
足
し
た
、県
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
草
分
け
的
存
在
で
す
。

現
在
は
県
内
在
住
で
活
動
意
欲
の
あ
る
人
に

広
く
門
戸
を
開
き
、約
15
人
の
選
手
た
ち
が
週

１
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、監
督
も

務
め
る
益
城
病
院
勤
務
の
湯
原
徹
さ
ん
は
、「
初

期
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
す
で
に
自
立
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
も
い
て
、（
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
）働
く
意
欲
が
生
ま
れ
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
上
が
る
と
い
っ
た
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。
選
手
の
ご
家
族
か
ら
も『
チ
ー
ム
に

出
会
え
て
良
か
っ
た
』と
、嬉
し
い
言
葉
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

一
個
の
ボ
ー
ル
さ
え
あ
れ
ば
他
者
と
の
関
わ

り
が
で
き
、技
術
的
な
習
得
度
が
低
く
て
も
楽

し
め
る
と
い
う
サ
ッ
カ
ー
の
競
技
特
性
を
生
か

し
、地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
精
神

障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
に
行
わ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

全
国
大
会
に
向
け
た
九
州
予
選
と
12
月
開
催

の
九
州
・
四
国
ス
カ
ン
ビ
オ
カ
ッ
プ
、春
と
秋

の
県
内
の
大
会
が
大
き
な
目
標
で
す
が
、何
よ

り
参
加
し
て
い
る
選
手
た
ち
が
楽
し
ん
で
取
り

組
む
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
う
う
つ

　

私
が
現
役
時
代
だ
っ
た
今
か
ら
約
50
年

前
、サ
ッ
カ
ー
で「
日
本
が
Ｗ
杯
に
出
場
す

る
」な
ど
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
。
し
か
し
、

1
9
9
8
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
会
を
皮
切
り

に
７
大
会
連
続
出
場
を
果
た
す
な
ど
、日
本

サ
ッ
カ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、サ
ッ
カ
ー
の
昔

と
今
を
、「
道
具
」と
い
う
視
点
で
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
数
多
く
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、昔
は
ほ
と
ん
ど
が

「
土
」。
大
会
が
行
わ
れ
る
競
技
場
で
さ
え

大
半
は
土
で
、国
体
の
準
決
勝
以
上
で
な
い

と
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
試
合
は
経
験
で
き

な
い
時
代
で
し
た
。
現
在
は
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
人
工
芝
の
ピ
ッ
チ
も
、当
初
は
滑
り

や
す
く
、転
倒
し
て
こ
す
る
と
火
傷
の
よ
う

に
な
る
た
め
、試
合
前
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を

ま
く
必
要
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
も
以
前
は
木
製
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
直
接
埋
め
込
ん
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、バ
ー
が
た
わ
ん
だ
り
、グ
ラ

ウ
ン
ド
に
新
た
に
土
を
入
れ
る
と
、そ
の
分
だ

け
ポ
ス
ト
の
高
さ
が
低
く
な
っ
た
り
と
い
う

こ
と
も
。
そ
の
後
、鉄
製
の
ゴ
ー
ル
が
で
き
て

移
動
可
能
に
な
っ
た
も
の
の
、重
量
が
重
く

移
動
に
多
く
の
人
手
が
必
要
な
上
、倒
れ
て

不
幸
な
事
故
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
欠
か
せ
な
い
ボ
ー
ル
も
、時

代
と
共
に
大
き
く
変
わ
っ
た
道
具
の
一
つ

で
す
。
昔
は
、表
面
の
皮
と
空
気
の
入
っ
た

ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
の
部
分
が
別
々
に
な
っ
て
い

て
、空
気
を
入
れ
る
作
業
は
と
て
も
面
倒
で

し
た
。
し
か
も
、失
敗
す
る
と
ま
た
空
気
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や
り
直
す
こ
と
に

な
っ
た
り
、外
の
皮
が
使
っ
て
い
る
う
ち
に

伸
び
た
り
変
形
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
し
た
。
現
在
で
は
材
質
も
変
わ
り
、

変
形
な
ど
も
な
く
扱
い
も
楽
に
な
り
ま
し

た
が
、何
よ
り
違
う
の
は
よ
く
飛
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
く
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
上
で
不
可
欠

な
道
具
で
あ
る
ス
パ
イ
ク
で
す
が
、か
つ
て

は
作
業
用
の
安
全
靴
の
よ
う
に
硬
く
て
分

厚
い
も
の
で
し
た
。
し
か
も
現
在
の
よ
う

に
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
の
店
頭
に
並
ん
で
い

る
訳
で
は
な
く
、店
で
紙
と
エ
ン
ピ
ツ
で
足

型
を
取
り
、そ
れ
を
メ
ー
カ
ー
に
送
っ
て

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
作
っ
て
も
ら
う
と
い

う
面
倒
な
手
順
で
し
た
。
あ
の
時
代
か
ら

す
る
と
、現
在
の
軽
く
て
動
き
や
す
い
ス
パ

イ
ク
は
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い（
笑
）。

　

た
ま
に
古
い
試
合
の
映
像
な
ど
が
テ
レ

ビ
で
流
れ
る
と
、何
よ
り
違
い
を
感
じ
る
の

は
選
手
た
ち
の〝
見
た
目
〞、つ
ま
り
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
す
。
選
手
た
ち
の
体
型
が
昔

よ
り
も
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
せ
い
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、何
よ
り
デ
ザ
イ
ン
や
機
能

性
が
洗
練
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
い
え
ば
、季
節
に
よ
っ
て
長
袖
・

半
袖
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、生
地
も
重

く
、吸
湿
性
・
速
乾
性
も
今
の
も
の
に
は
遠

く
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、パ
ン
ツ
の

丈
も
今
よ
り
も
ず
っ
と
短
く
、ま
さ
に〝
短

パ
ン
〞。
そ
の
た
め
、ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
す

る
と
太
も
も
を
す
り
む
い
て
し
ま
い
、な
か

な
か
治
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
ソ
ッ
ク
ス

も
今
の
よ
う
に
ゴ
ム
入
り
で
は
な
く
耐
久

性
も
低
か
っ
た
の
で
、履
い
た
あ
と
に
上
の

部
分
を
ひ
も
で
し
ば
っ
て
練
習
や
試
合
中

に
落
ち
な
い
よ
う
し
た
り
、使
い
古
し
の
靴

下
を
重
ね
履
き
し
て
破
れ
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
し
た
り
と
工
夫
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、今
の
若
い
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、ま
る
で

想
像
の
つ
か
な
い
環
境
で
プ
レ
ー
し
て
い

た
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の

は
、サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
人
た
ち
の
情
熱
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、県
サ
ッ
カ
ー
界
の
強
化
・

発
展
の
た
め
に
、微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

楽しみながらも熱量を
持って取り組んでいるの
がチームの魅力です。
フットサルを通して学ん
だことや努力した経験を
成長につなげ、それぞれ
の生活や仕事に生かせる
ようになることも目標で、
私も生活に張りを感じる
ようになりました。

週1回の活動を楽しみに
毎日を過ごせています
永田　雄大さん

湯原監督に誘われて始め
ました。ボールを蹴るの
は小学生の頃以来ですが、
一緒に楽しめる仲間がで
きたことが嬉しく、苦手
だった人との会話も少し
ずつできるようになって
きました。週1回のチー
ムの活動を、いつも楽し
みにしています。

　他の障がいと比べ、精神障がい者のスポーツ参加率は極めて低く、
その内容もレクリエーションの範囲にとどまっていました。病気に
なったことから自分に自信が持てない、自分には価値がないと思っ
てしまう人も多くいます。そこでフットボールを通じて自信を持ち、
仲間を持った人がモデルケースとなり、「自分にもできるかも」と思っ
てもらえるような好循環を広げていきたい。そんな想いを持って設
立されたのが、「日本ソーシャルフットボール協会」です。
　「ソーシャルフットボール」という名称は、イタリアで行われてい
る calciosociale（英訳／ social football）に由来します。年齢・性別・
人種・貧困・家庭環境・障がいなど、あらゆる違いを超えて社会連
帯を目指したフットボール文化です。 2011 年に日本の精神障がい者
フットサルチームが初の海外遠征をした際に calciosociale に触れ、そ
の理念に敬意を表して協会名としました。現在はルールを一部修正
したフットサルとして、各地で普及が進んでいます。

※特定非営利活動法人日本ソーシャルフットボール協会HPより抜粋

「ソーシャルフットボール」って何？

熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協
会  

会
長
　
前
川  

隆
道

時
代
と
共
に
移
り
変
わ
っ
た
環
境
と
道
具

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
伴
っ
て
進
化

　
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、現
在
設
立
72
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
県
サ
ッ
カ
ー
界
の
歴
史
を
振
り
返
り
、か
つ
て
を
知
る
方
々
に
時
代
と
共
に
サ
ッ

カ
ー
が
ど
う
進
化
し
、ど
う
地
域
に
根
付
い
て
き
た
か
を
ひ
も
解
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
今
」の
サ
ッ
カ
ー
が
、ど
の
よ
う
な
歩
み
を
経
て
、こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
か
を
、

多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
1
回
は
、前
川
隆
道
会
長
自
ら
筆
を
執
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
第
一
回
〜

熊
本
サ
ッ
カ
ー
今
昔
物
語
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　熊本県サッカー協会(以下、KFA)では、昨年から県内の女子サッカー選手の強化並び
に底辺拡大を目的とした活動｢熊本県なでしこプロジェクト｣を実施します。このプロ
ジェクトは、県内の多くの女子サッカー選手が集い、互いに刺激を与え合ったり、繋
がったりしながら、より高い目標に向ってチャレンジする選手を増やすとともに、熊本
を元気にする人材の育成を推進することを目的としています。

2021明治安田生命Ｊ3リーグ／ロアッソ熊本ホームゲーム日程

2
0
2
2
年
国
体
で
の
本
大
会
出
場
を
目
指
す

U
12
〜
15
年
代
の
育
成
・
強
化
の
取
り
組
み

　

国
民
体
育
大
会
で
は
、2
0
2
2

年
開
催
の
第
77
回
大
会「
い
ち
ご
一

会
と
ち
ぎ
国
体
」（
栃
木
県
）か
ら
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
に
新
た
に「
少
年
女

子
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、Ｋ
Ｆ
Ａ
で
は
そ
れ
ま
で
の
女
子

ト
レ
セ
ン
兼
ス
ク
ー
ル
事
業
を
見

直
し
、昨
年
か
ら「
熊
本
県
な
で
し

こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
熊
本
県
な
で
し
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、目
的
別
に「
ト
レ
セ
ン
活

動
」「
ス
ク
ー
ル
活
動
」の
2
つ
の
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
ト
レ
セ

ン
活
動
」は
、国
体
サ
ッ
カ
ー
競
技

の「
少
年
女
子
」で
の
本
大
会
出
場

を
目
標
に
、U
-12
か
ら
U
-15
選
手

ま
で
の
育
成
・
強
化
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
併
せ
て
、U
-17
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
成
年
女
子
の
国
体
強

化
事
業
と
位
置
付
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、「
ス
ク
ー
ル

活
動
」で
す
。
初
心
者
の
選
手
向
け

に「
は
っ
ぴ
ー
」を
テ
ー
マ
に
、サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
む〝
場
〞を
提
供
し
な

が
ら
、サ
ッ
カ
ー
の
基
礎
や
基
本
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、競
技

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
促
し
、選
手

の
確
保（
底
辺
拡
大
）に
繋
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、当
初
予
定
し
て
い
た
４

月
の
ト
レ
セ
ン
の
選
考
会
や
６
月
ま

で
の
定
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

7
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
県
民

総
合
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
宇

城
市
立
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
宇
城
ア
カ
デ
ミ
ー
）、嘉
島
町

総
合
運
動
公
園
な
ど
を
会
場
に
、各

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
も
月
１
〜
２
回
の
定

期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催
し
、毎
回

「
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
」「
パ
ス
＆
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」な
ど
テ
ー
マ
を
設
け
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

リーグの2021シーズンも開幕し、現在J3のロアッソ熊本も、
3月14日のFC今治戦を皮切りに熱戦を展開しています。熊本

県サッカー界の今後を見据えた時、地元に｢J｣のチームがあるのと
ないのとでは、サポーターの数や熱気はもちろんのこと、地域内の
競技人口や県全体のレベル向上という面でも大きな違いがあります。
また、そうしたものが、J2、J1とカテゴリーが上がるのに比例し
て増加・向上するのも現実です。

 我らがロアッソ熊本も、ここ3年間はJ2昇格が叶わず足踏み状態
が続いています。それに伴って、チームの支えとなるべきサポー
ターの熱気もやや下降気味です。そんな時だからこそ、私たちがス
タジアムに足を運び、精一杯の応援でチームのJ2昇格を後押しする
必要があります。新型コロナウイルスの感染予防策が施されたスタ
ジアムで、他のサポーターとの距離(間隔)もしっかりと取りながら、
ロアッソ熊本を応援しましょう！

J

■熊本県なでしこプロジェクトに関する詳しい情報は
　熊本県サッカー協会HPをチェック！

https://kumamoto-fa.net/

スタジアムで
ロアッソ熊本を応援しよう！

｢熊本県なでしこプロジェクト」進行中！

トレセン、スクールとも、
毎回20～30人前後が参加。
各回のテーマに沿って約
2時間のトレーニングに励
んでいます

 第4節 4月4日(日)14:00～ テゲバジャーロ宮崎 えがお健康スタジアム

 第6節 4月25日(日)14:00～ ヴァンラーレ八戸 えがお健康スタジアム

 第8節 5月16日(日)14:00～ AC長野パルセイロ えがお健康スタジアム

第10節 6月6日(日)14:00～ アスルクラロ沼津 えがお健康スタジアム

第12節 6月20日(日)19:30～ ガイナーレ鳥取 えがお健康スタジアム

第15節 7月11日(日)19:00～ いわてグルージャ盛岡 えがお健康スタジアム

第17節 9月5日(日)時間未定 FC今治 えがお健康スタジアム

第20節 9月26日(日)時間未定 福島ユナイテッドFC えがお健康スタジアム

第21節 10月3日(日)時間未定 藤枝MYFC えがお健康スタジアム

第24節 10月24日(日)時間未定 カマタマーレ讃岐 えがお健康スタジアム

第27節 11月14日(日)時間未定 カターレ富山 えがお健康スタジアム

第28節 11月21日(日)時間未定 Y.S.C.C.横浜 えがお健康スタジアム

第30節 12月5日(日)時間未定 FC岐阜 えがお健康スタジアム

節 日　程 対戦相手 試合会場

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

VS

■試合日程・チケットに関する詳しい情報はロアッソ熊本公式HPをチェック！

https://roasso-k.com/
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各カテゴリー大会結果報告 県サッカー協会の各カテゴリーの試合結果をお知らせします。Result

KYFA 第38回九州女子サッカー選手権大会

日程：2020/10/10～12
会場：SAGAサンライズパーク球技場(佐賀)
結果：優　勝／全保連琉球デイゴス(沖縄)
 　　  (八代フューチャーズレディース：1回戦敗退、
 　　　 東海大学付属熊本星翔高等学校：1回戦敗退、
 　　　 熊本ルネサンスFC：2回戦敗退、
 　　　 秀岳館高等学校：2回戦敗退)

〈女　子〉

KYFA 第24回九州U-18女子サッカー選手権大会

日程：2020/10/17～18
会場：大津町運動公園多目的広場
結果：優　勝／ANCLASノーヴァ(福岡)
　　　　　(MELSA熊本FCアマール：準決勝敗退)

KYFA 第5回九州U-15女子サッカー選手権大会

日程：2020/10/24～26
会場：永添運動公園(大分) 他
結果：優　勝／神村学園中等部(鹿児島)
　　　  (MELSA熊本FCソヒーア：2回戦敗退、
　　　　ほくぶ総合ヴェルストレーラ：1回戦敗退)

KFA 第26回全日本フットサル選手権熊本県大会

日程：2020/10/11､18､25
会場：大矢野総合体育館
結果：優　勝／エンフレンテ熊本
　　　準優勝／EGOISTA

第6回九州ジュニアフットサル大会熊本県大会

日程：2020/11/22
会場：フットボールパーク御代志
結果：優　勝／アッズリーノ熊本
　　　準優勝／JSCフォルサ
　　　第３位／エスペランサ熊本U-12､カベッサ熊本

KFA 第26回九州U-15フットサル選手権熊本県大会

日程：2020/10/3～4
会場：フットボールパーク御代志
結果：優　勝／FCヴィラノーバ
　　　準優勝／エスペランサ熊本U15
　　　第３位／なかよし会､ヴィラノーバ水俣U15

KFA 第11回 九州U-15女子フットサル大会熊本県大会

日程：2020/10/4
会場：フットボールパーク御代志
結果：優　勝／Fragrant熊本
　　　準優勝／なかよし会

〈フットサル〉

KFA 2020年度大杉杯争奪熊本県学生リーグ大会

日程：2020/10/17～11/1
会場：熊本大学グラウンド 他
結果：Aグループ優勝／熊本大学医学部
　　　Bグループ優勝／熊本学園大学

〈1種　学生〉

KFA 第28回U-12さわやか女子サッカー大会

日程：2021/2/13～14
会場：熊本甲佐総合運動公園(緑川リバーサイドパーク)
結果：優　勝／熊本ユナイテッドSCエーマ
　　　準優勝／MELSA熊本FCボニータ
　　　第３位／益城ルネサンス熊本FCジュニア

〈女　子〉

JFA 第25回全日本U-15女子サッカー選手権大会
熊本県大会

日程：2020/9/21～22
会場：熊本甲佐総合運動公園(緑川リバーサイドパーク)
結果：優　勝／MELSA熊本FC
　　　準優勝／ほくぶ総合ヴェルストレーラ
　　　第３位／熊本ユナイテッドSC

KFA 第9回熊本県U-18女子サッカー選手権大会
兼KYFA 第24回九州U-18女子サッカー選手権大会

日程：2020/8/22～23
会場：熊本県民総合運動公園スポーツ広場
結果：優　勝／MELSA熊本FCアマール
　　　準優勝／益城ルネサンス熊本FC
　　　第３位／熊本ユナイテッドSCフローラ

KFA 第39回熊本県女子サッカー選手権大会
兼KYFA 第38回九州女子サッカー選手権大会熊本県大会

日程：2020/8/29～30
会場：エコパーク水俣陸上競技場
結果：優　勝／八代フューチャーズレディース
　　　準優勝／熊本ユナイテッドSCフローラ

KFA 第46回熊日学童オリンピックサッカー競技
(女子の部)

日程：2020/11/3､8
会場：熊本甲佐総合運動公園(緑川リバーサイドパーク)他
結果：優　勝／ビアンカスにしはら
　　　準優勝／MELSA熊本FCボニータ
　　　第３位／ほくぶ総合ヴェルストレーラ

KFA 第30回熊本県U-12女子サッカー選手権大会
兼ガールズエイト(U-12)サッカーフェスティバル
第7回なでしこMIYAZAKIカップ熊本県大会

日程：2020/10/10～11
会場：熊本甲佐総合運動公園(緑川リバーサイドパーク)
結果：優　勝／ビアンカスにしはら
　　　準優勝／MELSA熊本FCボニータ
　　　第３位／熊本ユナイテッドSCエーマ

〈２　種〉

KFA 第99回全国高等学校サッカー選手権
熊本県大会

結果：優　勝／ルーテル学院高校
　　　準優勝／熊本国府高校
　　　第３位／大津高校､鎮西高校

KFA 第16回熊本県高等学校女子サッカー
選手権大会

結果：優　勝／秀岳館高校
　　　準優勝／東海大学付属熊本星翔高校
　　　第３位／慶誠高校

令和2年度県下高校サッカー大会

結果：(男子)
　　　優　勝／大津高校
　　　準優勝／熊本国府高校
　　　第３位／秀岳館高校､鹿本高校
　　　(女子)
　　　優　勝／秀岳館高校
　　　準優勝／東海大学付属星翔高校
　　　第３位／慶誠高校、ルーテル学院高校

九州大会県内大会・県予選

KYFA 第27回九州高等専門学校(U-19)サッカー大会

日程：12/19･20
会場：大津町運動公園
結果：優　勝／久留米高専(福岡)
　　　　　　　(熊本高専熊本キャンパス：第8位、
　　　　　　　  熊本高専八代キャンパス：第6位)

〈1種　学生〉

大会結果、8ページへ続きます➡
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｢KFA NEWS｣は、
ここで手に入れよう！

　コロナ禍での生活も早1年が経ちました。大会やフェスティバルなども徐々に開かれ
るようになってきましたが、まだまだ多くの制限があり、厳しい状況が続いています。
審判委員会でも研修会がWeb(オンライン)での開催になったり、実技がなかなか行えな
いなど、選手同様にモチベーションの維持が難しい状況です。以前のように思い切って
サッカーが出来る環境に、1日も早く戻りたいと願うばかりです。 (廣田)

　今年度は、コロナ禍での緊急事態宣言に伴い、大会の延期、練習試合の中止をせざる
を得ない状況でのスタートでしたが、ようやく徐々に大会等が開催され始めました。大
会は練習でのモチベーションにもつながり、選手の皆さんのトレーニングに対する意識
も上がるようです。ただ、まだまたコロナ禍の状況も油断なりません。大会等の実施に
あたっては、検温、消毒、名簿の提出など万全を期しており、関係者のご苦労には感謝
してもしきれません。こうした時だからこそ、今サッカーができることに感謝し、サッ
カーを通して選手やその家族、友人に笑顔の輪が広がっていくことを願っています。
 (山本)

右記QRコードからも
アクセスできます➡

アスリートのための〝トレーニング食（めし)〞レシピ

Vol.13

このコーナーでは、サッカープレーヤーをはじめ、アスリートのパフォーマンス
向上に欠かせない栄養たっぷりのレシピを紹介します。ぜひお試しください！

　春は芽吹きの季節。さまざまな食材の中でも、菜の花、春キャベツ、アスパラ、タケ
ノコ、新玉ねぎ、そら豆などの“春野菜”は、冬にため込んだパワーがぎっしりと詰まっ
ていて、特に栄養価が高いと言われています。独特の苦みを楽しみながら春野菜を
たっぷり摂ることで、季節の変わり目の体調を壊しやすい時期を乗り切りましょう！

菜の花とあさりのパスタrecipe

1

■材 料(2人分）

[作り方］
①  フライパンにオリーブオイル、ニンニクを入れて香りが
立ったら、あさり、塩こうじ、鷹の爪を入れて炒める。

②そこにパスタと水を入れ、一度かき混ぜてからフタを
して、弱火でパスタと具材を一緒に茹でる。

③  表示されているパスタの茹で時間の2分ほど前になっ
たら、菜の花、白ワインを入れて強火で炒め合わせ、
最後にブラックペッパーで味を調えたら出来上がり！

普通はパスタだけを茹でますが、

あさりと一緒に茹でることで

魚介のうま味がしっかりと

麺にも入って、あっさりなのに

 深い味わいに仕上がります！

パスタ ……………………………160g
菜の花 ………………………………2束
あさり ……………………………200g
白ワイン ………………………大さじ2
ニンニク ……………………………1片
オリーブオイル ………………大さじ2
塩こうじ …………………大さじ1～2
ブラックペッパー …………………少々
水 ………………………………2カップ
鷹の爪 ………………………………1本
ミニトマト ………………………10個

玄米ときな粉のベジクッキーrecipe

2

■材 料(2人分）

[作り方］
①  材料をすべてボウルに入れて混ぜ合わせる。
②こね上がったら、生地をのばして包丁で好き
な大きさにカットする。

③ 180℃に予熱したオーブンで15分焼いて出来
上がり！

 アスリートにとっては、

“おやつ”も重要な栄養源。

食べる量は少なくても、しっかりと

エネルギーになるように、栄養価の高い

 食材を選んで使うようにしましょう！

玄米粉 ……………100g

きな粉 ……………100g

ココナッツシュガー …50g

ココナッツオイル …50cc

豆乳 ………………50cc

ベジパウダー ………20g

渡邉　まみさん／食育料理研究家、アスリートフードマイスター
熊本を拠点に大分でも料理教室の講師として活躍する傍ら、熊本県民テレビ「てれビタ」にも出演中。現在、大学生
の長男はサッカーをしているため、アスリートの食事にも精通。 Instagram（mamipan358）で情報発信中。

JFA U-12ガールズゲーム2020
KYFA第7回なでしこMIYAZAKIカップ

日程：2020/11/22～23
会場：宮崎県総合運動公園サッカー･ラグビー場(宮崎)
結果：2位グループ･2位：ビアンカスにしはら
　　　3位グループ･3位：MELSA熊本FCボニータ

➡大会結果、7ページからの続きです

KYFA 第11回九州U-15女子フットサル選手権大会

日程：2020/11/28～29
会場：大矢野総合体育館
結果：優　勝／casa okinawa ale(沖縄)
　　　準優勝／アンベリール島原(長崎)
　　　第３位／Fregrant熊本、
　　　　　　　HKSCリンドーゼ霧島(鹿児島)

〈フットサル〉

KYFA 第25回九州U-15フットサル大会

日程：2020/11/28～29
会場：那覇市民体育館(沖縄)
結果：優　勝／北谷中学校(沖縄)
　　　準優勝／FLOREN ACE(鹿児島)
　　　第３位／FCヴィラノーバ水俣(熊本)、
　　　　　　　セントラルFC宮崎(宮崎)

KYFA 第17回九州女子フットサル選手権大会

日程：2020/9/26～27
会場：SAGAサンライズパーク総合体育館大競技場(佐賀)
結果：優　勝／Primeiro熊本
　　　準優勝／ALEGRE CAMINHO(佐賀)
　　　第３位／ESQULA(沖縄)、
　　　NODA FUTSAL CULB Claro(大分)

JFA 第17回全日本女子フットサル選手権大会

日程：2020/10/30～11/1
会場：よつ葉アリーナ十勝(北海道)
結果：優　勝／SWHレディース西宮(兵庫)
　　　準優勝／バルドラール浦安ラス・ボニータス(千葉)
　　　　　　　(Primeiro熊本：1回戦敗退)

〈フットサル〉

JFA 第29回全日本高等学校女子サッカー選手権大会

日程：2021/1/3～10
会場：三木総合防災公園、いぶきの森球技場(兵庫) 他
結果：優　勝／藤枝順心高等学校(静岡)
　　　　　　　(秀岳館高等学校：1回戦敗退)

〈女　子〉

全国大会
KYFA 第31回九州高等学校女子サッカー選手権大会

日程：2020/11/7～10
会場：大津町運動公園多目的広場
結果：優　勝／神村学園高等部(鹿児島)
　　(秀岳館高等学校：準決勝敗退、
　　  東海大学付属熊本星翔高等学校：1回戦敗退)


